
第１回 五泉市総合計画市民まちづくり会議のまとめ 五泉市企画政策課 

 

■開催概要 

目 的 

「第 2 次五泉市総合計画」策定にあたり、市民の意見を計

画に反映させるとともに、市民と協働による計画づくりを進

めるため、市民まちづくり会議を開催した。 

日 時 令和 3年 3月 22日（月） 10：00～12：00 

会 場 五泉市役所 401会議室 

参加委員 19人（委員総数 22人） 

内 容 

①会議の目的、スケジュールについて 

②五泉市総合計画について 

③人口ビジョン・総合戦略について 

④市民意識調査の実施について 

意見交換 
～前期基本計画 5年間のまちづくりをふりかえって～ 

  五泉市の魅力・課題・方向性 

 

■実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会議の様子） 

 

会議の様子 

■意見交換：～前期基本計画５年間のまちづくりをふりかえって～五泉市の魅力・課題・方向性 

分野 意  見 

こ
ど
も
・
教
育 

●五泉市は子育てしやすいと思う。補助金など他市町村にない取り組みが多いので、これからお母さんになる方に周知できれば、五泉

市で子育てしたいと思う方が増えてくれるのではないか。 

●地域と学校が連携したコミュニティスクールの取り組みでは、どの学校も生徒・児童の学びを地域に還元しようと進めている。学校

では五泉の子ども達が五泉に戻ってきたいと思えるような教育を目指している。住んでいる市民がより五泉をよく知る、自慢と思え

る街であることが必要だと思う。 

●子どもを遊ばせるため、川などアウトドアで遊ぶことがある。きれいなトイレや浴場など、キャンプ場やその近隣の設備を整えてお

けば家族で楽しみやすい。五泉市の子育てのしやすさを市外で PRすると移住者が増えると思う。 

福
祉
・
医
療 

●不妊治療への補助を手厚くしてもらいたい。 

●老人クラブで会場を借りる時に使用料を取られるようになった。福祉の観点から使用料を安くしていただければありがたいと思う。 

●介護保険の対象から外れる部分での支援など、高齢者へのサポートを充実させてほしい。 

●アンケート結果でスポーツの習慣がない人が多くショック。 

産
業
・
観
光 

●市内業者でマイカーを買ったら○万円など、市内向けの補助金を手厚くすることが人口維持につながるのではないか。また、ガソリ

ン車販売中止、電気自動車への移行の影響による対策も必要では。 

●織物産業としては、生産規模が年々減少しており、コロナの影響でさらに厳しい。生産者としては盛り上げたい、なくしてはいけな

いと思っているので、地場産業に取り組んでもらえる方も含め人口維持をしていきたい。 

●例えば観光で五泉に来た人は、街並みを見て“住みたい”と思わないと移住してくれない。アンケートでも景観がきれいに整備され

るところが重視されているし、観光の面でもプラスになると思う。 

●農業者の高齢化が進んでいる。若手育成に力を入れるとともに、若い人に就農してもらえるよう考えていきたい。 

●担い手として親から事業を継承する農業者への補助金が少ない。 

●社会の IT化に遅れず、IT起業家が育ち、五泉に集められれば市が潤うと思うので、環境の整備を市にお願いしたい。 

●就職に苦労した。労働環境の改善・管理を徹底してほしい。 

●花シリーズで観光客が来ても、五泉にお金が落ちていない。 

ま
ち
づ
く
り 

●降雪対応への不満がアンケート結果に表れている。結果を分析し、しっかり施策・事業に反映してほしい。 

●免許返納の促進は必要だが、返納後のケアが必要。自転車に乗る高齢者にとって歩道が斜めで危険な箇所もあるので、環境の面でも

考えてほしい。 

全 
般 

●新しい取り組みを始めるなど、市としてはよくやっていると思う。人口減少対策には、思い切った施策が必要になる。 

●人口減少の流れを止めるのは困難だと思う。減少してからどのような施策をするかを考えておくことも 1つの方法だと思う。 

●最重要は安全・安心のまち。五泉が持つ高い魅力・ブランド力は外から見る人にはまだ伝わりきっていない。発信力を強化していけ

ればよい。 

 


